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質
問
　
本
年
度
か
ら
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
。
人
口
減
少
ス

ト
ッ
プ
と
将
来
展
望
、
特
に
産

業
活
性
化
の
た
め
、
第
8
次
総

合
発
展
計
画
後
期
計
画
に
次
の

事
業
を
行
う
べ
き
と
思
う
。

①
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
招
致
の
た
め
、

四
十
八
坂
の
町
有
地
内
に
、

限
り
な
く
自
然
を
残
し
、
庭
、

菜
園
が
付
い
た
宅
地
を
造
成

し
販
売
す
る
。

②
旧
山
田
病
院
の
旧
病
棟
解
体

計
画
を
変
更
し
、
耐
震
改
修

で
有
効
利
用
す
る
。

③
山
田
駅
前
広
場
（
お
祭
り
広

場
）
の
取
得
を
発
展
計
画
に

盛
り
込
む
。

が
つ
い
た
。
一
部
の
路
線
は

業
者
の
入
れ
替
え
も
あ
り
例

年
並
み
の
除
雪
に
努
め
る
。

②
 石
峠
地
区
誘
致
工
場
へ
進
入

す
る
ル
ー
ト
は
東
側
ル
ー
ト

と
西
側
ル
ー
ト
の
2
つ
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
を
比
較
し
た
場

合
、
県
道
宮
古
山
田
線
か
ら

の
西
側
ル
ー
ト
が
最
適
と
考

え
ら
れ
る
。
大
型
車
の
通
行

の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
道

路
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

質
問
　

①
指
名
停
止
や
廃
業
に
よ
る
除

雪
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
対
策
は
万
全
か
。

②
石
峠
地
区
誘
致
工
場
は
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
環
境
が

悪
い
の
で
改
善
で
き
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
 除
雪
は
毎
年
度
苦
慮
し
て
お

り
、
特
に
本
年
度
は
、
談
合

事
件
に
よ
る
廃
業
及
び
重
機

等
の
売
却
、
人
員
整
理
等
が

あ
り
、
委
託
業
者
の
数
や
除

雪
機
械
の
確
保
が
前
年
並
み

に
で
き
る
か
心
配
し
て
い
る
。

町
営
工
事
を
受
注
し
て
い
る

町
外
業
者
に
も
協
力
要
請
し
、

　
社
と
委
託
契
約
の
見
通
し

23

沼
崎
町
長
　

①
 現
在
、
町
で
は
柳
沢
北
浜
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
保
留
地
を
販
売
し
て
い

る
。
現
下
の
経
済
情
勢
で
は

新
た
な
土
地
造
成
等
は
難
し

く
、
保
留
地
処
分
が
先
決
で

あ
る
と
思
う
。

②
 旧
山
田
病
院
の
旧
病
棟
の
解

体
計
画
変
更
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
著
し
く
多
額
の
事

業
費
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

解
体
し
、
空
き
地
利
用
し
て

い
く
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

③
 駅
前
広
場
の
取
得
に
つ
い
て

は
、
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

発
展
計
画 保留地処分が先決である

新たな宅地造成を

道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
る

誘
致
工
場
へ
の
出
入
り
は

町道管理

議員10人が一般質問

三ヶ尻隆雄議員

山田駅前広場（お祭り広場）


